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い
る
。
撤
去
を
考
え
て
い
た
行
政
に
対
し
て
、
地
域
住

民
が
保
全
の
た
め
に
土
木
学
会
に
働
き
か
け
、
貴
重
な

遺
産
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

近
代
イ
ン
フ
ラ
を
う
ま
く
活
用
し
て
人
を
呼
び
込
み
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
増
収
に
つ
な
げ
る
。
そ
こ
で

得
た
資
金
は
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
更
新
に
使
い
、

安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
。
近
代
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
動
き
を
各
地
で
更
に
広
げ
る
こ
と

が
地
域
力
を
高
め
、
国
力
を
上
げ
る
と
い
う
視
点
か
ら

国
も
各
種
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

財
源
確
保
と
技
術
支
援
に
工
夫
も

　

今
後
必
要
な
政
策
と
し
て
考
え
る
の
は
、
自
治
体
が

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
財
源
確
保
の
た
め
に
発
行

で
き
る
「
地
方
債
」
の
使
途
を
拡
充
す
る
こ
と
だ
。

　

総
務
省
は
今
年
四
月
、
庁
舎
の
耐
震
改
修
や
長
寿
命

化
、
政
府
が
推
進
す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
政
策

を
後
押
し
す
る
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
と
い
う
三
つ

の
事
業
に
地
方
債
の
発
行
を
認
め
た
。
人
々
の
安
全
・

安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
担
保
す
る
支
援
策
だ
が
、
地

域
の
活
性
化
を
促
す
施
策
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
方
債
は
、
地
方
交
付
税
で
財
源
を
ま
か
な
う
た
め
、

財
政
赤
字
の
補
填
の
た
め
に
国
が
発
行
す
る
「
赤
字
国

債
」
と
同
様
の
扱
い
だ
。

　

地
域
振
興
、
観
光
振
興
を
生
み
出
す
イ
ン
フ
ラ
資
産

の
保
全
・
改
修
・
更
新
に
ま
で
使
途
を
拡
充
す
れ
ば
、

　

土
木
イ
ン
フ
ラ
に
着
目
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
、

宮
城
県
が
企
画
す
る
「
全
国
運
河
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
貞
山

運
河
」
が
あ
る
。
明
治
期
に
築
造
さ
れ
た
全
国
一
の
長

さ
を
誇
る
貞
山
運
河
。
全
国
運
河
サ
ミ
ッ
ト
で
は
沿
川

市
町
村
に
よ
る
運
河
を
活
用
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
運
河
沿
川
自
治
体
と
貴
重
な
地
域
資
産
で
あ
る

運
河
の
一
層
の
利
活
用
策
を
検
討
す
る
と
い
う
。

　

千
葉
県
は
明
治
期
か
ら
の
社
会
資
本
整
備
の
歩
み
を

事
例
集
に
ま
と
め
、
県
内
各
地
で
パ
ネ
ル
展
を
行
う
。

滋
賀
県
は
明
治
期
の
県
管
理
公
共
土
木
施
設
を
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
。
岐
阜
県
は
明
治
政
府
に
招
聘
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
技
術
者
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー

ケ
の
業
績
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
行
う
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
の
発
想
も
広
が
っ
て
い
る
。
明
治
一
五
〇
年
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
立
案
作
業
を
通
じ
て
、
地
域
に
残
る
近
代

イ
ン
フ
ラ
が
人
を
呼
び
込
む
資
源
に
な
る
と
あ
ら
た
め

イ
ン
フ
ラ
資
産
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
収
益
を

生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
つ
ま
り
は
市
民
が
恩
恵

を
受
け
る
公
共
事
業
の
財
源
に
充
て
る
「
建
設
国
債
」

の
発
想
を
地
方
債
に
も
取
り
入
れ
る
視
点
が
重
要
に
な

る
。
耐
震
性
能
が
現
行
基
準
よ
り
劣
る
建
物
や
土
木
の

イ
ン
フ
ラ
資
産
の
耐
震
化
の
推
進
に
も
寄
与
す
る
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
将
来
の
地
方
税

収
減
を
補
完
す
る
施
策
と
し
て
も
効
果
が
期
待
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

国
が
講
じ
る
べ
き
施
策
に
は
、
地
方
行
政
ら
が
歴
史

的
建
築
物
を
活
用
す
る
場
合
に
足
枷
と
な
っ
て
い
る
既

存
不
適
格
を
解
消
す
る
た
め
の
技
術
面
の
支
援
も
あ
る
。

　

建
築
家
の
丹
下
健
三
氏
が
設
計
し
た
「
香
川
県
立
体

育
館
」（
高
松
市
、
一
九
六
四
年
竣
工
）
は
建
物
の
保
全

か
解
体
か
で
判
断
が
宙
に
浮
い
て
い
る
案
件
の
一
つ
だ
。

現
代
的
な
素
材
を
使
い
な
が
ら
、
伝
統
的
な
日
本
の
船

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
屋
根
の
両
端
が
反
り
返
っ
た
外
観
が

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
た
め
香
川
県
は
保
存
を
決
め

た
が
、
建
物
調
査
で
耐
震
性
能
不
足
が
判
明
。
そ
の
後

に
試
算
し
た
耐
震
改
修
費
が
約
一
六
億
円
と
高
額
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
判
断
が
保
留
さ
れ
て
い
る
。

　

香
川
県
立
体
育
館
の
よ
う
に
改
修
費
の
増
額
が
保

全
・
活
用
を
阻
む
事
例
は
多
い
が
、
代
替
手
法
で
当
初

試
算
の
コ
ス
ト
よ
り
も
抑
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
活
用
を
促
す
た
め
に
低
コ
ス
ト
の
改
修
手
法
な

ど
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
活
用
に
悩
む
自
治
体
に

て
感
じ
た
自
治
体
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
に
残
る
イ
ン
フ
ラ
を「
お
宝
」に

　

地
域
資
源
に
乏
し
い
と
い
う
自
治
体
は
少
な
く
な
い

が
、
イ
ン
フ
ラ
は
各
地
に
あ
る
。
地
域
に
残
る
イ
ン
フ

ラ
資
産
を
把
握
し
、
そ
の
価
値
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
活
用
に
向
け
た
第
一
歩
と
な
ろ
う
。
実
際
に
価
値

あ
る
イ
ン
フ
ラ
資
産
が
埋
も
れ
て
い
た
事
例
も
見
ら
れ
、

そ
の
一
つ
が
三
重
県
御
浜
町
に
あ
る
。
大
正
時
代
に
石

材
と
れ
ん
が
を
使
っ
て
造
ら
れ
た
防
潮
堤
と
橋
を
兼
ね

た
「
緑
橋
防
潮
水
門
」
だ
。

　

土
木
学
会
は
昨
年
、
江
戸
時
代
以
降
で
現
存
す
る
土

木
施
設
を
対
象
に
、
社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
ま
ち
づ
く

り
へ
の
活
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
選
ぶ
「
土
木
学
会
選

奨
土
木
遺
産
」
の
一
つ
に
緑
橋
防
潮
水
門
を
採
択
し
た
。

審
査
に
当
た
っ
た
関
係
者
は
「
専
門
家
も
そ
の
価
値
を

把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て

助
言
を
行
う
専
門
家
に
よ
る
支
援
制
度
づ
く
り
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。

「
点
か
ら
面
へ
」、地
方
も
発
想
の
転
換
を

　

既
存
の
イ
ン
フ
ラ
や
建
築
物
を
地
域
振
興
に
役
立
て

る
上
で
、
地
方
も
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

　

黒
部
第
四
ダ
ム
（
富
山
県
）
や
首
都
圏
外
か
く
放
水

路
（
埼
玉
県
）
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
迫
力
の
あ
る
イ

ン
フ
ラ
資
産
を
抱
え
る
自
治
体
は
限
ら
れ
る
。
仮
に
貴

重
な
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
保
有
し
て
い
て
も
単
体
の
再
生

だ
け
で
大
勢
の
集
客
を
期
待
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、

「
点
」
を
「
面
」
に
広
げ
る
取
組
み
が
重
要
に
な
る
。

　

青
森
県
弘
前
市
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
巨
匠
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
弟
子
で
、
戦
後
の
日
本
建
築
界
を
け

ん
引
し
た
前
川
國
男
氏
が
設
計
を
手
掛
け
た
建
築
作
品

を
観
光
資
源
と
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
市
内
に

は
前
川
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
八
作
品
が
揃
い
、
今

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
巡
る
観
光
ル

ー
ト
を
設
け
、
建
築
好
き
の
人
々
を
呼
び
込
も
う
と
い

う
計
画
だ
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期

に
作
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
呼
ば
れ
る
独
創
的
な

デ
ザ
イ
ン
の
建
物
が
、
老
朽
化
を
理
由
に
各
地
で
解
体

か
保
存
か
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
将
来
の
地
域

資
産
と
し
て
の
利
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ
う
し

た
価
値
を
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年
は
明
治
元
年
か
ら
満
一
五
〇
年
を
記
念
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
国
、
地
方
を
挙
げ
て
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
。
内
閣
府
が
四
七
都
道
府
県
と
二
〇
政
令
市

に
行
っ
た
明
治
一
五
〇
年
関
連
イ
ベ
ン
ト
案
の
調
査

（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
九
日
時
点
）
に
よ
る
と
、
二
〇 

一
八
年
中
に
計
画
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
数
は
計
三 

六
七
件
。
こ
の
う
ち
六
〇
件
超
が
近
代
イ
ン
フ
ラ
遺
産

を
利
活
用
す
る
も
の
だ
。

　

地
方
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
貴
重
な
建
築
物
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
展
覧
会
の
会
場
と
し
て
活
用
す
る
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
の
保
存
や
公
開
を
通
じ
た
価
値

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
目
立
つ
。
自
治
体
が
着
目
す
る
イ
ン
フ

ラ
の
種
類
も
、
こ
れ
ま
で
は
建
築
物
に
偏
る
傾
向
に
あ

っ
た
が
、
運
河
、
鉄
道
、
鉱
山
、
排
水
路
、
砂
防
施
設
、

ダ
ム
、
製
鉄
所
、
水
道
、
工
場
な
ど
と
多
様
化
し
、
そ

の
見
せ
方
や
活
用
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
す
と
こ
ろ
が
多

い
。 明

治
一
五
〇
年
で
期
待
が
膨
ら
む

近
代
イ
ン
フ
ラ
遺
産
の
価
値
復
権
と
道
筋
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